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0 ． ダル マ キ ー ル テ ィ （Dh ）は 対象 と そ の 知の 不 異性 を 「必 ず
一 緒 に 認 識 され

る こ と」（sahopalambhaniyama ） と 「認識 〔で あ る こ と〕」（satpvedana ） とい う二 種 の

根拠 に 基 づ い て 証 明 した
1）
． シ ャ

ー ン タ ラ ク シ タ   は 『摂真実論』 （TS）「外 界

対象の 検討」 （Bahirarthapariksa）章に お い て 無形象知識 論 を批判 す る ため に こ れ ら

の 有形象 知識論論 証 を援 引 した後 ， ク マ
ー

リ ラ （Ku ）が 『シ ュ ロ ー カ ・ヴ ァ
ー

ル

テ ィ カ 』 （SV）「空論」 （Sanyavada，　9NV）章 に示 した対象 とその 知の 別異性 を証明

する
一 連の 論証式 を論駁する．本稿は ，

Ku との 関連か ら，
　 S が sahopalambha 皿 iyama

論証 と samvedana 論証 を どの よ うに思 想史上 位置づ けて い た の か を明 らか に す る

こ とを 目的 とする
2）
．

1． Ku が 提示す る
一

連 の 論証 式 を 忌V に即 して 確認 して お こ う．彼 は 唯識派 に

対す る批判の
一環 と して

， 計七種 の 論証式 を以下 の 通 り列 挙 して い る ．

　蠢V 雪NV 　l　72cd− 77ab （＝ TS
， 2063−67）； tasm 匪d3）yad　grEhakarp　

4）
rUpe5

） tadgr5hy 亘t　tasya

　bhinn。t5〃 t。t、。m 。itta。 、、am 。itt。 ，a 、adig・Eh・k・m 　y・th巨19 ・ahy・m ・t・dg・ah・kEd　bhinna・p6
）

t。tP。，dm；S・ta　y・t・b 〃 ・・ pariml，9y・t・
’
・aSy ・・Tl・a ・adig・ah・k・rP・y・・hE7）

！d・・y・叩 P・… pare4・iva

　bhinna叩 sEdhyam 　rasEdivatf ！aikarUpyerpa 　vajfianat 　
8）

sant 醺 ntarabuddhivat 〆jfianarp　sv 五rロSarp　na

grlmati　jfian。tp。tt，h ・v・S・ktivat〃9・互hy・tvap・atiS・dh・99）　ca 　dvay・hi・a・hi・a・an 互
1°）　1　cait ・ajfia・・rP

　 tadudbhUtajfi5nEirpSagr5hyabodhakam 〃jfianatvEn　na 　bhaved　yadvat　tasya　dehantarodbhavam1そ れ

　 故 ， 〔以下 の よ うに 証 明 され る ．〕 ［論証式 1コ ［主 張］ 色 の 把 捉者 ， それ は そ れ に よ っ て

　 把捉 され るべ き 〔色〕 とは 異 なる ． ［証因］ それ （色）が認 識 され る ときに認識 されな

　 い か ら． ［喩例］味等の把捉者の よ うに ．［論証式 2］［主張コ把捉 され るべ き 〔色〕は そ

　 れ の 把捉 者 とは 異 な る． ［証因］ それ （把 捉者） を反省把握する 者 に よ っ て 必 ず しも反

　 省把握 され ない か ら． ［喩例コ味等 の把 捉者 の ように． 〔以 下 の 主 張が 次の よ うに〕証明

　 され る．［論証式 3−1］ ［主張］二 者 （把捉対象 と把捉者）は まさ し く相互 に異 な る． ［証

　 因］ 〔
一

方が 反省把握 され る と きに 他方は 反省把握 され ない か ら．〕
11）

［喩例 ］味 〔と色〕

　 等の よ うに
12）

．或 い は， 〔同 じ主 張が 次の よ うに証明 され る．〕 ［論証式 3−2］ ［主張］二

　 者は まさ し く相互 に異 な る．［証 因］同
一

の もの と して 認識 さ れ な い か ら． ［喩例 ］他 相

　 続 と 〔それ を把捉す る〕知の よ うに． ［論証 式 4］［主張］知は 〔知〕自身の 部分 （svatpga ）
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を把捉 し な い ． ［証 因］知 か ら生 じる か ら． ［喩例 ］〔知〕自身の 能 力の よ うに，更 に ， 〔知

が知 自身の 部分の 〕把捉対象で ある こ とも 〔同じ証因 と喩例 に よ っ て 〕否 定 され る．〔即

ち， ［論証式 5］ ［主張］知 は知 自身の 部分 に よ っ て 把捉 され ない ． 匚証 因コ知か ら生 じる

か ら． ［喩例 ］知 自身の 能力 の よ うに ．〕実 に，習気 は二 者 （把捉対象 ， 把捉者で ある こ

と）を欠 く． ［論証式 6コ ［主 張コ チ ャ イ トラ の 知 は その 〔チ ャ イ トラ 〕に生 じた 知の 部

分で ある把捉対象 を認識 しな い ． ［証因］知で ある か ら． ［喩例 ］ 〔マ イ トラ等の 〕別 の

身体 に生 じた 〔知〕が それ （チ ャ イ トラ に生 じた知 の 部分 ）を 〔認識 しな い 〕 よ うに
13）

．

　主張 に着 目 して 俯 瞰す れ ば
， 前 半 の 論 証式 1

，
2

，
3−1，3−2 と後 半 の 論証 式 4

，

5， 6 の 性 格 の 違 い が 看取 され る ． 前者 は把捉対 象 と把 捉者 が 相互 に異 な る こ と

の 証明 で あ り， 後者 は知が 知 自身 の 部分 を認識す る こ との 否定で ある．

1．1． 次に ， 証 因に注 目 して前半の 論証式 1
，
2

，
3−1

，
3−2 を各々 検討 しよ う．論

証式 1で は ， 把捉者が 把捉対象か ら区別 され る こ とが
， 把捉 対象が 単独 で 認識 さ

れ る こ とに 基づ い て 証 明 され る． 論証式 2で は把 捉対象が把捉 者か ら区別 さ れ る

こ とが 証明 され る． 証因は 過去の 把捉者で あ る 経験が 想起 さ れ る と きに必 ず し も

そ の 把捉対象で あ る過去の 経験対 象が 想起 され ない こ とで ある． これ は 「後時 に

想起 され る か ら」 （smmer 　uttarakalam 　PS 　1　11c
’

） とい う， デ ィ グナ
ー ガ （D ）が提示 す

る 自己認識 の 根拠 の 逸脱例 で あ る． 論証 式 3−1で は 1 と 2 にお け る 個 々 の 主 張が

双 方向 的 に ま とめ られ る． 論証式 3−2 で は
，
3−1 と同

一
の 主 張に別 の 証 因 が 与 え

られ る． Ku に よれ ば ， 同一
の もの と して 認識 され ない もの は相互 に異なる ． こ

の 論証式 3−2 の 導入 意図 を説明す る以 下 の ウ ン ヴ ェ
ー カ （U ）注 は注 目に値す る．

TT 　282，　l　l ： abhedasEdhakasya 　sahopalambhasya 　paroktasya　v5 　sahopalambhaniyamEd 　ity

asydSiddhatam 　anenaha ／また ， 「〔青とそ の 知は〕必ず一緒 に 認識 され る か ら」 （PVir・ 154a ）

と い うよ うに対論者 が主張す る ， 〔青 とその 知が 〕異 な らない こ とを証明する 「〔必 ず〕
一
緒 に認識 され る こ と」とい うこ の 〔証 因〕が不 成因 で ある こ とを 〔師 Ku は〕こ の 〔シ ュ

ロ ー カ〕（175ab）を通 じて 述べ る ．

　U に よ れ ば ， 論証 式 3−2 を通 じて
， 「必ず

一
緒 に 認識 さ れ る こ と」が 不 成 因で

あ る こ とを指摘 し得 る．Ku に と っ て ， 青 とそ の 知 が 異 な る もの と して 認識 され

る こ と （bhed・palambhana）
14）

は確立 して い る か らで ある ．

1．2． 後半の 論証式 4
，
5

，
6 に つ い て も検討 しよ う． 「知が 知 自身の 部分 を 認識

す る 」 とい う見解 は 「〔知 の 〕 内部 の 知 られ るべ き形相 」 （nang 　gi　shes　bya
’
i　ng ・ b・

，

antaijfieyariipa 　Ap　6a
’
）を所縁 とす る D の 見解 に

一
致する． 論 証式 4 と 5 で は， 知

が 知自身の 部分の 把 捉者 で も （主張 4）把捉対象で もない （主張 5）こ とが 知が 直

前 の 知 か ら生 じる こ とに 基づ い て 論証 さ れ る． 論証 式 6で は
， 知 が知 自身の 部分

一 982一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 　Studles

（84） 『摂真実論』 にみる 有形象知識論論証成立 の 背景 （松　岡）

を認識 しな い こ とが 知で ある こ とに基づ い て 論証 され る． 乙の 知が 甲の 知の 部分

を認識 しな い の と同様 ， 甲の 知 も甲 自身の 知の 部分 を認識 しない ．

2． 以 上 の
一

連の 論証式 に対 する S に よる 総合的 な批判 を検討 しよ う．

2 ．1 ． S は前半の 論証 式 1
，
2

，
3−1

，
3−2 を次の 通 り纏 め て 批判 す る ．

TSB2068 ： ap ＃hag　vedan 且t　pUrvam　tasyaiva 　
15）

pratipEdit巨t！aikarUpy 巨par童lfi互naparyanteSu 　na

siddhat 酬 「別 々 に は認識 され ない 」 〔とい う証因 〕に基づ い て既 にそ の 〔青とそ の 知の

不 異性〕は説明され てい るか ら， 〔「把捉対象が認識 され る と きに認識 され ない か ら」 か

ら〕「同
一

の もの として認識 され ない か ら」まで 〔の 証因〕は不成因で ある．

カ マ ラ シー
ラ （Ka ）は こ の 詩節 を次 の よ うに引用 を交 えて 解説 して い る．

TSP　B　705， 6： appthag 　vedan 五d　iti　nilataddhiyoh 　sahopalambhaniyam 互t！　apratyak 爭opalambhasya

n 互rthad ；爭tih　prasidhyatity　atab 　svasarpvitpras 互dhanena　pratipidit巨d　abhedasya 　ni且ataddhiyoh

prasidhitatvad　aikartipytiparijfianaparyanta 　hetavo　na 　siddhabl 「別 々 には認 識 され な い 」〔とい

う証 因〕に基づ い て
， 即 ち 「青 とその 知が必ず

一
緒 に 認識 され る」 （PVin 　I　54ab）〔とい

う証因〕に基 づ い て ，即 ち 「認識が直接知覚 され ない と きに 対象の 知覚は確立 され ない 」

（PVin　l　54cd） と い うこ の こ と に 基 づ い て 自己 認 識 が 証 明 され る こ と に よ っ て 〔TSB

2029−30 で 〕既 に 説明 され て い る か ら ， 即 ち青 とその 知が不異で あ る こ とは既 に証明 さ

れて い る か ら， 「同
一

の もの として 認識 され ない か ら」 まで の 証 因は不成因で ある．

　詩節中の 「別 々 に は認識 され ない 」 とは sahopalambhaniyama の 換言 で ある ． そ

して 「Y の 認識が必 然 的に X の 認識 に他 な らない 」 と解 され る sahopalarnbhaniyama

は ，

16）
青の 形象 とそ の 知の 不異 性 の 根拠 と して 以下 の 通 り既 に確立 して い る ．

TSB2029 −30：yatsaIpvedanam　eva 　syad 　yasya　sarpvedanam 　dhruvam／tasm翫d　avyatiriktalp 　tat

tato　vE 　na 　vibhidyate 〃 yatha　niladhiyah 　sy5tm 巨 dvitiyo　v 互 yathodupabl　niladhivedana 卑 cedam

nilEkErasya 　vedanam ／！［論証式］ ［遍充関係コ Y の 認識が 必然的 に X の 認識 に他 な らな い

とすれ ば
，
Y は X か ら区別 され ない ．或 い は 〔逆 に〕，

　 X は Y か ら区別 され な い ．例 え

ば，青の 知 自身の 本質が 〔青 の 知か ら区別 され る こ と もな けれ ば
， 青の 知が青の 知 自身

の 本質か ら区別 され る こ ともない よ うに〕．或 い は
， 〔眼 病者の 知 に顕現 す る〕第二 の 月

が 〔第一の 月 か ら区 別 され る こ と もな けれ ば
， 第

一
の 月が 第二 の 月か ら区別され る こ と

もな い よ うに〕． ［主題 所属性］そ して ， こ の 青の 形象の 認識 は青の 知の 認識で ある 。［結

論］ 〔よ っ て ， 青の 形象が青の 知か ら区別 され る こ とも なければ ，青の 知が 青の 形象か

ら区別 され る こ ともない ．〕

　 した が っ て ，
S に よれ ば，　 Dh は こ の sahopalambhaniyama 論 証 を 通 じて

， 青 の

知が青の 認識時に認識 され ない こ と （証因 1）， 青が 必ず しも青の 経験 の 想起時 に

想起 され ない こ と （証因 2）， 青 とその 知 が 異 なる もの と して 認識 され る こ と 〔証

因 3−2）が何 れ も不 成因 で あ る こ と を指摘 して い る ，
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2 ．2 ． 忌は 後半 の 論証 式 4
，
5

，
　6 に つ い て も次 の 通 り纏め て 批判す る．

TS　B 　2077：kambupit5divijfi5nair　hetvob　paScimayor　api ！anaikEntikat 巨 vyakta 叩 dig　eS且nyatra

s5dhane ！1巻貝 に 関す る 黄等の 知 に よ っ て 後の 二 つ の 証 因 が何れ も不 定因 で あ る こ とは明

らかで ある ．別の 論証 に 関 して もこ の 〔批 判〕方針 が 当て は まる．

Ka は さ らに次の よ うに解説 して い る ．

TSPE 　708， 5： tatha　hi− yath互
17）

yadi　pltagafikhadijfianam　jfitinotpannam　api 　sat　svamSarp 　pita−

dy且k5ram　grhO互ti！yath互 ca 　jfi互nam 　api 　sat　j笳 n 巨rロ6asya　pit巨der　gr員hyasya　bodhaka卑 bhavatif

tathdnyad　apiti　vyabhic5rita 　hetvob！即 ち ， 例 え ば黄色 い 巻 貝 等の 知 が 知か ら生 じる と して

も，〔知〕自身の 部分で ある黄等の 形象を把捉する．更 に 〔その 知が 〕知で ある と して も，

知の 部分 で ある黄等の 把捉対象 を認識 す る．他 〔の 知〕も同様で ある． したが っ て 二 つ

の 証因に は逸脱が ある．

　知か ら生 じる黄色い 巻貝 の 知 は黄等 の 形象 とい う知 自身 の 部分 を把捉 す る ． ま

た ， 知で ある黄疸 患者の 知 は黄 とい う彼 に生 じた知 自身の 部分 で ある把捉対象を

認識する． こ の よ うに 「知か ら生 じる こ と」 （証 因 4− 5）と 「知で あるこ と」（証 因 6）

は い ずれ も所証 を逸脱 して い る ．

　「他 〔の 知〕 も同様で あ る」 とい う注 は錯誤 知の み な らず正 しい 知も逸脱例で

あ る こ と を指示す る． 白い 巻 貝の 知 も非黄疸 患 者 の 知 も知 自身の 部分 を把捉 す

る． い か な る知 も知 自身と は異 な る もの を把 捉 しない ． こ れ は 以下 の samvedana

論証に お ける所証 に等 しい ．

TSB　2032 ： sa 卑 vedanam 　idarp　sarvarp 　na 　cErth 五ntaragecaram ！samvedanasvabh5vatvEt

svatmasamvedanarp 　yathbl1［論証式］ ［主 張］ こ の
一

切 の 認 識 は 〔自己 とは 〕異 なる 対象

を対象 と しない ．［証因］認識 を本質とするか ら． ［喩例］ 自己 の 認識の よ うに ，

3 ．
6 に よれ ば ，

Dh に よ る 二 種の 有 形象知 識論論証 は D を批 判す る Ku へ の 端

的 な 回答 と して 位 置づ け られ る． 6は 各論証 を巧 み に 再構 成す る こ と に よ り，対

象 とそ の 知の 不異性を証明する sahopalambhaniyama 論証 が両者の 別異性 の 論証 を，

知 の 外界認識 を否定す る sa ：pvedana 論証が 知の 自己認識 を否定す る 論 証 を各 々 前

提 と して い る こ とを明確 に した ．

1 ） PVin 　I　43
，
4 ： saty 　api 　bahye ’

rthe 　sahopalambhavedan 巨bhy互Ip　bh互sam 巨nasya 　nilades

tatsarpvida§　c5vivekall 　siddhah ！　sahopalambhaniyama 論証 と sarpvedana 論証が 「〔知 の 〕有形

象性の 証明」（sEkErat5siddhi 　TSP
。
　695， 14）と呼ばれ る こ とに倣 い ，本稿で は両論証を 「有

形象知識論論証」 と名付ける．　　 2 ）sahopalambhaniyarna 論証成立 の 背 景 に関 して
，

Iwata （1991： 20−24）は そ れ が どの 程度 『観所縁論』 に 遡 及 し得 るか を検討 して い る．
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また ，
Taber（2010）は同論証 の 要 素が SNV章の 前主張 に見 出 され る こ とを指摘 す るが ，

r　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　ノ
SV 　SNV 　I72cd−77ab に は注 目 して い な い ．　　 3 ）SV ；atha 　TS．　　 4 ）SVM 　SVT　TS ；

bh5saka叩 SVch．　　　　5 ）TS ；rUpa叩 ≦V ．　　　　6 ）≦VM ；
° k巨c　caivarp 菖VT　TS ；

°k巨c　caiva

≦V
，，．　　　 7 ）忌V ；

°kadivat　TS ．　　　 8 ）TS ；cajfia
°SVM；vij甑

゜
合VT 忌Vch．　　　 9）言VT

　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　r
TS ； gr蕊hyavat　p

° SVM ； gr巨hyatva珥 p
°SVch．　　　 10）SVM　TS ：dviv巨゜ SVT　SVch．　　　 11）

K 互163， 12： itaretaraparamarSa　itaretar巨paramarSat．　　　 12）NR 　316，15： rUparasavat ．

13）TSPB 　705， 16： yadvat　tasya　caitrajfianodbhtitajfi 巨nfi叩 Sasya　maitr 亘dideh亘ntarodbhava 叩

jfidnam／．　　　 14）TT 　282
，
10： nil  idam　iti　bhedopalambhan 巨d　iti　hetuレ．　　　 15）em ．　de

nyid 　T ；tad　atra 　J　Pa　G 　B．　　　 16）TSP
， 671，24： idrSa　ev 互c互ryiye 　sahopalambhaniyam 互d

ity互dau　prayoge　hetVartho’bhipretal；1　　　 17）J，
’di　ltar．．．na 　T ；yath5　B ；n ．e ．　Pa　G．，
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